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の結果･.サルの告が増えればサルを根絶すればよ
いと考えている｡しかし,その中で比較的侵近に
なってサルと接触するようになった地域で山の動
物との共存や計画的閃光を考えている人もいくら
かはいるようである｡当地区では,山林の開発に
よる自然環境の変化がサルの告の増加の一因と考
えられるので.今後,被告を予防する意味で,計
画性のある開発が望まれる｡
野猿公苑における生態系の保全と野外博物党活
動の研究
正高信男(学振奨励研究員)･和泉剛(関
西相互環境センター)･岩井粒二(鴨軒高)
･太田映司(相野小)
嵐山自然公苑は.研究上極めて正要な位田を占
めると同時に,市街地に隣接しており,絶えずポ
ピュレー ション増大と猿害の発生という深刻な問
題をかかえている｡われわれが行った研究からは,
次のような点が示唆された｡
1.研究期間中,敷皮にわたってT)-ダーの失錠
がみられたが,それによって.袋田がさして動
揺する様子もなかった｡嵐山袋団に特有の条件
の関与に考えねばならないが,餌付けによる袋
田の一定地点への求心的定石が強く関連してい
ると思われた｡
2.ポピュレーションの増大は決して糾場の個体
密度増大には結宋せず,むしろ周辺化の促進と
低順位メスとその子のそれへの参入が見られた｡
それは疑団の分裂の可能性をはらむものとみな
され,その動憶は極めて興味深いが,同時に猿
害に直結する問詔でもある｡
3.それゆえ,公苑維持上の管理的理論として,
および,研究の長期的継続の観点からも,ポピ
ュレーションのある程度の調整はやむを得ぬ措
置としてなさざるを得ない｡そのためには,過
去の研究経緯をふまえ,血縁関係その他を考慮
しつつ.長期展望に立った研究者との緊密な連
絡が必要であろう｡
4.観光客による不特定の給餌は,研死活動にと
っ七は妨喜要因となった｡もとより野授公苑の
ひとつの目的として営利性があり,困難な両も
あるが.改葬の方向を模索したい点である｡
野外博物館活動については,博物館の効率的な
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運営や取組みを考えるために.概光客.友の会,
小 ･rP･高校生を対象に..Qn鋼玉を試みた｡
1.楽しむ切の拭溢により,野拍公苑への関心は
極めて低い｡
2.自然や動植物に対する宍TT的な認吉馴ま低く.
見て楽しむ一時的なものである｡苛々｡
上記分析紡矧 こ基づき.野授公苑が多くの人道
に,祝祭･活動･作文をする場面を捉tJtし.布機
的な取り組みと運営の工夫を進めつつある｡
課 題 2
志賀高原続演川流域に住むニホンザル,Al,A2,
B2,C群の戸簿簿作り
7;!四六士(地獄谷野持公苑)
こホンザルの諸調査に際し.個体pn別が必要で
ある場合が殆んどである｡文王に群内の個体の血縁
関係が分っていろと,多くの研究にとって有益で
ある｡
本調査は地獄谷野猿公苑に以前から雷研されて
いる資料に基づき.志賀高原の桟湯川流域に生息
するニホンザル志fEAl群(約140頭 ).A2群
(約80頭),B2群(約35頭).C群(約45頭)
の戸籍符を作成し.研究者が利用できるようにす
ることを目的とした｡
昭和58年度はA]打羊,A2群の全個体について
個体カードを作成し,血緑図を作った｡Al矧 こ
については3才以上,A2王刑こついては1才以上
の全個体の顔写真を投影し,個体カードに貼った｡
C群については約半数の個体の顔写六を投った｡
昭和59年度にはC群の残りの個体とB2群と.過
去に横湯川の各群に所属していたが現在はいない
オスについての個体カードを作成する予定である｡
志宍高原におけるニホンザルの生息環境として
の森林植性
小見山環(岐阜大･農)･和田一夏(京大
･詔長研) *共同突研者
森林におけるニホンザルの行動を規制するのは,I
食物の分布と冬期のとまり場である｡我々は志賀
高原横湯川流域において,食物となる森林植物の
